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家
族
と
と
も
に
！

常
に
楽
し
み
な
が
ら
、高
品
質
な
も
の
作
り
を
目
指
す

【
小
玉
ス
イ
カ
】

スターチス70a、カスミソウ6a、

小玉スイカ60a、豆などの野菜類

30aを、両親、奥さんとともに

栽培しています。

印南町印南

津村　剛
たけ

志
し

さん（33才）
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高
校
卒
業
と
同
時
に
就
農
し
た
剛
志
さ

ん
。
今
年
1
月
に
父
か
ら
経
営
移
譲
さ
れ
、

気
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
た
と
の
こ
と
で

す
。
経
営
者
と
し
て
の
意
識
が
強
く
な
り
、

よ
り
一
層
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
決
意
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
か
ら
奥
さ
ん
も
就
農
し
、

家
族
一
丸
と
な
っ
て
農
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

小
玉
ス
イ
カ
は
、
ス
タ
ー
チ
ス
の
栽
培
が

終
わ
っ
た
ハ
ウ
ス
で
栽
培
し
ま
す
。
栽
培
面

積
を
年
々
増
や
し
て
お
り
、
今
後
も
増
や
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
は
早
期
出
荷

栽
培
に
挑
戦
し
、
2
月
末
頃
に
苗
を
定
植
し

ま
し
た
。
4
月
上
旬
の
交
配
時
期
に
雨
が
続

い
た
た
め
、
着
果
量
は
少
な
目
で
し
た
が
、

そ
の
後
の
生
育
は
順
調
で
、
甘
く
仕
上
が
っ

た
と
話
し
ま
す
。
印
南
地
区
で
ト
ッ
プ
を
切

っ
て
、
5
月
8
日
に
初
収
穫
し
ま
し
た
。
今

後
は
7
月
中
旬
頃
ま
で
、
収
穫
・
出
荷
作
業

が
続
き
ま
す
。

小
玉
ス
イ
カ
の
栽
培
管
理
で
は
、
水
管
理

が
難
し
い
と
話
す
剛
志
さ
ん
。
選
果
・
選
別

を
徹
底
し
、
高
品
質
な
小
玉
ス
イ
カ
を
消
費

者
に
届
け
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

食
べ
た
人
か
ら
「
美
味
し
い
」
と
い
う
声
を

も
ら
っ
た
と
き
に
、
や
り
が
い
感
じ
る
と
話

し
ま
す
。

長
女
の
紗
衣
ち
ゃ
ん
は
、
小
玉
ス
イ
カ
の

シ
ー
ル
張
り
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ

る
そ
う
で
す
。
長
男
の
壮
佑
く
ん
は
小
玉
ス

イ
カ
が
大
好
き
で
、
収
穫
を
楽
し
み
に
待
っ

て
く
れ
て
い
る
と
、
笑
顔
で
話
す
剛
志
さ
ん
。

「
農
業
は
自
然
災
害
な
ど
の
影
響
を
受
け
や

す
く
、
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分

に
合
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
近
年
は

と
く
に
天
候
不
順
で
栽
培
が
難
し
い
で
す

が
、
自
然
と
向
き
合
い
、
う
ま
く
対
応
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。
常
に
楽
し
み
な
が
ら
、

農
業
に
取
り
組
み
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

紀
州
農
語
り
…
…
…
…
…
…
…
…�

２

特
集
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…�

４

　
平
成
29
年
産
　
青
梅
販
売
会
議

す
ご
い
ぞ
！
梅
の
健
康
パ
ワ
ー
！

ト
ピ
ッ
ク
ス
…
…
…
…
…
…
…
…�

６

あ
ぐ
り
ガ
イ
ド
…
…
…
…
…
…
…�

10

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
…
…
…
…�

15

読
者
の
広
場
…
…
…
…
…
…
…
…�

18

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
・

　

表
紙
紹
介
…
…
…
…
…
…
…
…�

19

Ｊ
Ａ
紀
州
ク
ッ
キ
ン
グ
…
…
…
…�

20

Contents 2017. June

楽
し
み
な
が
ら

農
業
に
取
り
組
む
！

父
か
ら
受
け
継
い
だ
農
業
。

気
持
ち
新
た
に
、挑
戦
の
日
々
！
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4
月
25
日
、
Ｊ
Ａ
紀
州
は
白
浜
温
泉
ホ
テ
ル
シ
ー
モ

ア
で
、
平
成
29
年
産
青
梅
販
売
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
市
場
27
社
、
県
農
、
生
産
者
、

Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
、
約
60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
青
梅
生
育
概
況
（
み
な
べ
い
な
み
地
区
）

に
つ
い
て
報
告
。
前
年
に
比
べ
生
育
は
約
1
週
間
遅
く

な
り
ま
し
た
が
、
平
年
並
み
に
推
移
し
ま
し
た
。
着
果

量
は
前
年
よ
り
も
少
な
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
産
の
青
梅
販
売
は
、
Ｊ
Ａ
紀
州
管
内
で
小
梅
19

ｔ
（
前
年
比
112
％
）、
古
城
75
ｔ
（
同
77
％
）、
南
高

3
，１
５
１
ｔ
（
同
120
％
）
の
合
計
3
，２
９
０
ｔ
（
同

118
％
）
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

販
売
方
針
に
つ
い
て
は
、「
梅
の
機
能
性
」、「
世
界

農
業
遺
産
認
定
」
を
全
面
的
に
ア
ピ
ー
ル
。
特
に
世
界

農
業
遺
産
の
『
み
な
べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
』
の
シ

ン
ボ
ル
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活
用
し
、
話
題
性
の
提
供
、
販

売
意
欲
の
向
上
に
繋
げ
た
い
考
え
で
す
。
ま
た
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
消
費
宣
伝
、
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
情

報
の
発
信
、
消
費
宣
伝
隊
『
梅
愛
隊
』
を
中
心
に
全
国

各
地
で
講
習
会
を
開
き
、
若
い
世
代
に
梅
の
良
さ
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　

続
い
て
、
各
市
場
よ
り
本
年
の
青
梅
販
売
へ
の
取
り

組
み
が
報
告
さ
れ
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。「
産

地
の
情
報
を
量
販
店
に
し
っ
か
り
と
伝
え
る
」「
6
月

後
半
ま
で
出
荷
数
量
の
維
持
を
お
願
い
し
た
い
」
な
ど

の
意
見
が
挙
げ
ら
れ
、
当
産
地
の
生
産
者
か
ら
も
「
将

来
に
繋
が
る
よ
う
な
販
売
に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
思

い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
山
﨑
真
一
み
な
べ
い
な
み
梅
部
会
長
が
決

意
表
明
し
、「
市
場
に
は
価
格
維
持
を
お
願
い
し
た
い
。

産
地
と
し
て
目
標
数
量
ど
お
り
の
出
荷
に
努
め
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
産
　
青
梅
販
売
会
議

管
内
合
計
３
，２
９
０
ｔ
販
売
計
画
！

紀
州
み
な
べ
の

シーズン到来 !!

南
高
梅

▲JA紀州　青梅販売会議

▲�決意表明する山㟢真一
みなべいなみ梅部会長
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コ
レ
ラ
菌
も
わ
ず
か
5
分
で
殺
す
ほ
ど
の
力
を
持
っ
て

い
ま
す
！

日
の
丸
弁
当
や
、
お
に
ぎ
り
の
中
に
梅
干
し
を
入
れ
る

の
も
、
腐
る
の
を
防
ぐ
た
め
の
昔
か
ら
の
知
恵
。

梅
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、
有
機
酸
（
ク
エ
ン
酸
、
リ
ン
ゴ
酸
な

ど
）
は
、
解
毒
・
解
熱
・
殺
菌
・
抗
菌
効
果
が
あ
り
、
食

中
毒
や
風
邪
を
予
防
し
ま
す
！

す
っ
ぱ
い
の
で
酸
性
食
品
か
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
実

は
代
表
的
な
ア
ル
カ
リ
性
食
品
。

人
間
の
身
体
（
血
液
な
ど
）
は
、
弱
ア
ル
カ
リ
性
で
す
。

酸
性
食
品
を
多
く
食
べ
る
と
、
身
体
が
酸
性
化
（
老
化
）
し

ま
す
。
例
え
ば
…
代
表
的
な
酸
性
食
品
の
牛
肉
を
食
べ
る

と
、
ア
ル
カ
リ
性
食
品
の
キ
ュ
ウ
リ
で
中
和
す
る
に
は
900

ｇ
も
食
べ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
梅
干
し
な
ら
わ
ず
か
5

ｇ
で
十
分
な
の
で
す
。
イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
も
酸

性
食
品
。
食
べ
す
ぎ
た
時
に
は
梅

干
し
な
ど
の
ア
ル
カ
リ
性
食
品
を

積
極
的
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。
い
つ

も
の
食
事
に
、
ぜ
ひ
梅
干
し
を
取

り
入
れ
て
み
て
下
さ
い
ね
！

唾
液
の
中
に
は
「
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
」「
カ
タ
ラ
ー
ゼ
」
と
い

う
消
化
な
ど
を
助
け
る
重
要
な
物
質
“
酵
素
”
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
と
く
に
「
カ
タ
ラ
ー
ゼ
」
は
、
人
間
の
身
体

の
中
で
で
き
る
活
性
酸
素
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
大

切
な
も
の
。
最
近
の
研
究
で
は
、
活
性
酸
素
が
た
く
さ
ん

あ
り
す
ぎ
る
と
、
が
ん
な
ど
の
病
気
の
原
因
に
な
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
梅
干
し
を
食
べ
て
た
く
さ
ん
の
唾

液
が
出
る
こ
と
で
、
健
康
が
保
た
れ
る
の
で
す
。

梅はもともと日本にあ
った説と、中国から伝
来した説があります。

梅
干
し
が
持
つ
殺
菌
・
抗
菌
効
果
！

食
中
毒
や
風
邪
も
予
防
！

梅
干
し
を
食
べ
る
と
唾
液
が
出
る
！

健
康
に
、
と
っ
て
も
良
い
ん
で
す
！

梅の歴史を知ろう!

梅
干
し
は
酸
性
食
品
？
ア
ル
カ
リ
性
食
品
？

答
え
は
…
ア
ル
カ
リ
性
食
品
！

日本最古の歌集『万葉
集』などに、梅の漢詩
や歌が多く登場。この
頃は、桜の花よりも梅
の花が愛でられていた
よ。

茶や梅が病気等に効果
がある事が、貴族や僧
侶に知られるように！
茶菓子として食べてい
たという記録もある
よ。

梅干しが貴重な兵糧の
一つとして重宝された
よ。

一部の人々しか食べら
れなかった梅干しも、
一般の人々に食べられ
るようになったよ。紀
州藩で栽培を推奨した
のもこの頃！

コレラなどの伝染病に
も、梅干しがよく効く
ことが分かり、梅干し
を求める人が多くなっ
たよ。

昭和初期には、紀州地
方に梅加工業者が登場
して、ますます梅の生
産が盛んに。
戦後、産地では優秀な
苗作りに力を入れるよ
うになってついに「南
高梅」が誕生！
平成27年には『みな
べ・田辺の梅システ
ム』が日本農業遺産に
認定されたよ。

奈
良
時
代

鎌
倉
時
代

戦
国
時
代

江
戸
時
代

明
治
時
代

現
　
　
代

梅の健康パワー！すごいぞ！
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JAでは、地域の子ども達の食農教育を支援しています。

営農指導員、くらしの活動課職員、青年部員、支店職員などがお手伝いしています。

●切目小学校
5 月 10 日、全学年
の児童で、夏野菜（長
ナス、ピーマン、キュ
ウリなど全 7 種類）
を定植しました。

●稲原中学校
5 月 15 日、全生徒 26人が、もみまきを行いました。

●印南小学校
5 月 10 日、2年生 26 人が鉢にミニトマトの苗を定植
しました。青年部みなべいなみ支部の部員 6人が講師を
務め、クイズを出題し、児童たちにミニトマトについて
学んでもらいました。

●江川小学校
5 月 10 日、全学年 47 人でミニトマト・キュウリ・ナ
スなど数種類の夏野菜と花を定植しました。

●ゆらこども園
5 月 1 日、園児（年長）39 人が約 200 個の玉ねぎを
収穫しました。

●御坊幼稚園
　5月16日、園児（年中、年長）が袋栽培のじゃがいも
を収穫しました。

食農教育支援
～自然の恵みに感謝する気持ちを育んで～

トピックス   JA kisyu 2017 TOPIX
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JA紀州女性会
第4回通常総会・家の光大会開く

　4月 26 日、JA紀州女性会は、第 4回通常総会・家の

光大会を JA紀州本店で開きました。総会では、平成 28

年度活動報告・収支決算を報告し、平成 29年度活動計画・

収支予算などについて協議しました。協議の結果、全ての

議案が可決承認されました。

　総会後、家の光大会では日高川町の直川豊さんを招き、

「カラオケに学ぶ人生」を講演していただきました。

　また、会場では家の光活用作品の展示を行い、手芸品や

絵手紙などを展示しました。

5月 2日、県女性会総会を JAビル ( 和歌山市 )で行い

ました。県内8JAの「女性組織仲間づくり運動結果」と「女

性会オリジナル通帳の普及結果」が発表され、JA紀州は

女性組織仲間づくり運動の会員増加数＂2位＂、オリジナ

ル通帳の普及率＂1位＂を受賞しました。

県女性会総会に参加
JA 紀州表彰受ける

5 月 3 日、産直部会はゴールデンウィークイベントを

開き、Aコープかわべ店「産直コーナー」で手作りかし

わ餅（5個入り）を約 100 パック販売しました。即完売

の大盛況となりました。

産直部会　
かしわ餅販売で大盛況！

▲挨拶する赤坂幸子会長

▲家の光記事活用展示コーナーで絵手紙などの作品を展示

▲賞状を受け取る赤坂幸子会長（手前左）

▲直川豊さん大熱唱



7月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】ささいなことでイライラしやすいよう。一人の時間を大切にして気分のリフレッシュを。深呼吸も開運の鍵に　
【健康運】ちょっとしたけがに注意。冷静な行動を　【幸運を呼ぶ食べ物】オクラ牡羊座 3/21〜

4/19

8トピックス

今年産青梅は、5月 18 日から小梅、24 日から古城、

30日から南高の集荷が始まりました。また各地区で目揃

え会を開き、品質の統一に努めました。

4月 26日には、田辺市のガーデンホテルハナヨで、県

農主催の平成 29年産青梅販売協議会が開かれました。市

場、生産者、JA関係者など 96人が参加し、県下全体の

販売方針等を確認しました。参加 JAから各地区の生育

状況等を報告しました。

青梅出荷‼
小梅、古城、南高　全国へ

5 月 14 日、御坊総合運動公園で、第 11回宮子姫よさ

こい祭りが開かれました。各地のよさこいチームが集ま

る盛大なイベントで、当日は天気にも恵まれ、多くの参

加者で賑わいました。同日は「母の日」でもあり、JA紀

州青年部は、『母の日参り』の取り組みを PRしました。

500 束のスターチスの花束を用意し、参加者の皆様に手

渡しました。また、パンフレットやポケットティッシュ

も一緒に配布しました。また、JA紀州マスコットキャラ

クター『KKG3』（きぃぽん、きちゅうくん、グーリーちゃ

ん）も応援にかけつけました。

青年部『母の日参り』
宮子姫よさこい祭りで PR ！

▲ステージ上で母の日参りをPR

▲花を配る青年部

▲踊りを披露する参加者

▲青梅販売協議会

▲主力「南高」の集荷

▲目揃え会



7月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�周囲のサポートに恵まれ、順調に過ごせそう。初対面の相手にも笑顔で話し掛けると良縁を引き寄せられるはず　
【健康運】軽い運動がさらなる体調アップを招く時期　【幸運を呼ぶ食べ物】エダマメ牡牛座 4/20～

5/20

9 トピックス

5 月 7 日、御博（おんぱく）エンディングイベントの

和歌山ハーレーフェスティバルが、白崎海洋公園で開か

れました。イベント内で高校生おんぱく部が＂この一口

に命をかけろ　豪華賞品争奪！きき梅干し！＂を開き、

JA紀州から 7種類（トマト梅・塩
えんれいばい

零梅・白干し・シソ・

カツオ・昆布・はちみつ）の梅干しを提供しました。

おんぱく
高校生企画イベントに協力

JAグループ和歌山「ココ・カラ。和歌山」提供の、テ

レビ和歌山「ライブＤＯ！中継」で、JA紀州の特産品が

取り上げられました。4月 25日に紀州うすい（調理方法

等）、4月 26日にスターチス（『母の日参り』の取り組み

等）をＰＲしました。見逃した方は、インターネット上

のYoutube（ユーチューブ）でご覧いただけます。

チャンネルのURLはこちら↓

【https://www.youtube.com/user/JAkokokarawakayama】

テレビ和歌山で放送！
紀州うすい、スターチスを PR

5 月 8 日から、小玉スイカの出荷がスタート。当産地

は関西一の生産量を誇り、京阪神地区をはじめ、東京、

中京地区にも出荷して

います。印南町・御坊

市名田地区で生産が盛

んで、品種は「ひとり

じめ 7
セブン

」が中心です。

高糖度（約 12 度）・高

品質が魅力で、市場・

消費者から高い支持を

得ています。生育は平

年より約 1週間遅れと

なりましたが、順調に

出荷しています。

小玉スイカ
今年も出荷順調！

▲目隠しをして梅干しを食べ、７種類の中から
　正解を当てるゲーム

●柑橘類
5 月 9日、関係者約 20人で 29 年産の柑橘着果調査を
行いました。

●豆類
5 月 1日、参加者 10人が JA紀北かわかみ管内で、豆
類採種圃場の巡回調査を行いました。紀州さや美人（き
ぬさや）、紀の輝（うすい）の採種圃場で生育状況等を確
認しました。

営農販売
トピックス



7月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�強引に物事を進めず、じっくりと腰を据えて取り組むのに向く期間。リラックスするには紅茶に凝ると効果あり　
【健康運】暴飲暴食気味。食事内容の見直しが必須　【幸運を呼ぶ食べ物】ピーマン双子座 5/21〜
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食
入
果
実
が
梅
干
し
に
な
る
こ
と
に

よ
る
異
物
混
入
問
題
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
収
穫
の
際
、
侵

入
防
止
対
策
と
し
て
、
次
の
点
に
注
意

し
て
下
さ
い
。

①�

落
果
ウ
メ
収
穫
に
は
必
ず
ネ
ッ
ト
を

敷
き
ま
し
ょ
う
。

②�

1
日
1
回
以
上
は
、必
ず
拾
う
な
ど
、

拾
う
回
数
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

③�

薬
剤
防
除
に
よ
り
、
ケ
シ
キ
ス
イ
の

密
度
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

例
1
）�

フ
ォ
ー
ス
粒
剤
10
㎏
／
10
ａ

（
収
穫
3
日
前
ま
で
／
1
回
）

　
　
　

土
壌
混
和

例
2
）�

バ
リ
ア
ー
ド
顆
粒
水
和
剤

4,000
倍
（
収
穫
前
日
ま
で
／
2
回
）

④�

古
い
果
実
、
傷
ん
だ
果
実
は
呼
び
寄

せ
る
原
因
と
な
る
の
で
、
園
地
に
残

さ
な
い
で
下
さ
い
。

⑤�

拾
っ
た
梅
を
30
分
（
45
分
推
奨
）
水

に
浸
け
る
と
、
大
部
分
は
外
に
出
ま

す
。

⑥�
選
果
・
選
別
を
徹
底
し
、「
著
し
く

傷
の
付
い
た
梅
」、「
腐
敗
し
た
梅
」、

「
過
熟
し
た
梅
」
は
漬
け
込
ま
な
い

で
下
さ
い
。

あ り

ド

ぐ

イガ

青
梅
出
荷
時
に
お
け
る
注
意

青
梅
の
収
穫
適
期

　

果
皮
が
緑
色
で
、
光
沢
が
出
た
と
き

が
収
穫
適
期
で
す
。
樹
冠
外
部
と
内
部

の
果
実
で
は
10
日
以
上
の
差
が
あ
り
ま

す
。
青
梅
は
2
回
に
分
け
て
収
穫
し
出

荷
し
て
下
さ
い
。

青
梅
の
出
荷
は
木
・
金
曜
日
に
多
く
出

荷
し
て
下
さ
い
。

　

青
梅
の
販
売
の
ほ
と
ん
ど
が
量
販
店

（
ス
ー
パ
ー
）
で
、
土
・
日
曜
日
に
よ

く
売
れ
る
た
め
で
す
。

7
月
上
旬
～
中
旬
（
梅
収
穫
後
）

ウ
メ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

　

ス
プ
ラ
サ
イ
ド
乳
剤�

　
　

1,500
倍

　
　
　

又
は

　

ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル�

　

1,000
倍

＊�

ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
残
効
性

が
長
い
の
で
、
幼
虫
発
生
前
に
散
布

し
て
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

＊�

農
薬
は
、
朝
の
涼
し
い
時
間
に
散
布

し
ま
し
ょ
う
。

お
礼
肥
（
収
穫
前
施
用
）

　

収
穫
前
に
礼
肥
を
施
用
す
る
ほ
ど
、

樹
勢
回
復
効
果
が
高
い
の
で
、
早
め
の

施
肥
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。

　

肥
料
名
に
つ
い
て
は
、
各
営
農
指
導

員
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

�

青
梅
収
穫
及
び
雨
の
日
の
選
果
時
の
注

意•�

Ｊ
Ａ
の
コ
ン
テ
ナ
は
出
荷
専
用
で
す

の
で
、
梅
園
で
は
使
用
し
な
い
で
下

さ
い
。

•�

コ
ン
テ
ナ
へ
果
実
を
入
れ
る
場
合

は
、
で
き
る
だ
け
低
い
位
置
で
優
し

く
う
つ
し
て
下
さ
い
。

•�

雨
の
日
に
、
軍
手
で
採
果
す
る
と
黒

く
変
色
し
ま
す
の
で
、
必
ず
素
手
で

採
果
し
て
下
さ
い
。

•�

雨
の
日
は
、
メ
ッ
シ
ュ
の
コ
ン
テ
ナ

を
使
用
し
、青
梅
を
7
分
程
度
入
れ
、

乾
燥
機
や
、
大
型
扇
風
機
で
果
実
を

完
全
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
選
果
し
て
下

さ
い
。

•�

水
分
の
多
い
梅
を
、
選
果
台
へ
う
つ

し
て
の
乾
燥
は
必
ず
ス
レ
果
と
な
り

ま
す
の
で
、
や
め
て
下
さ
い
。

防
除

ケ
シ
キ
ス
イ
対
策

  

落
ち
梅
を
収
穫
す
る
際
、
落
果
し
た

果
実
が
地
面
と
接
し
た
状
態
で
長
時
間

放
置
す
る
と
、
ア
カ
マ
ダ
ラ
ケ
シ
キ
ス

イ
の
幼
虫
に
食
入
さ
れ
る
危
険
性
が
高

ま
り
ま
す
。

う 

め



7月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�新しいことをスタートさせるのに最適。意欲的にチャレンジしてみて。過去に駄目だった挑戦にもリベンジ可能　
【健康運】疲れを感じやすいかも。休養を忘れずに　【幸運を呼ぶ食べ物】トウガン蟹　座 6/22～
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柑
橘
類

平
成
29
年
産
柑
橘
類
の
生
育
状
況
に
つ

い
て

　

ゆ
ら
早
生
・
早
生
温
州
の
満
開
期
は

5
月
11
日
頃
と
前
年
よ
り
7
日
程
度
、

平
年
よ
り
1
～
2
日
程
度
遅
く
な
り
ま

し
た
。
ゆ
ら
早
生
に
つ
い
て
は
着
花
は

や
や
少
な
く
新
梢
の
発
生
は
良
好
、
早

生
に
つ
い
て
は
着
花
少
な
く
新
梢
の
発

生
は
中
程
度
で
あ
り
ま
す
が
、
地
域
や

園
地
、
樹
に
よ
る
ば
ら
つ
き
も
目
立
ち

ま
す
。

　

中
晩
柑
類
の
満
開
期
は
5
月
11
日
～
15

日
頃
で
着
花
程
度
は
近
年
で
珍
し
い
ほ
ど

少
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

摘
果
に
つ
い
て

　

今
年
ベ
タ
花
樹
だ
っ
た
樹
は
そ
の
ま

ま
放
置
し
て
お
く
と
芽
が
出
ず
来
年
な

ら
な
い
た
め
、
新
梢
の
発
生
を
促
進
さ

せ
る
た
め
に
樹
幹
上
部
全
摘
果
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
方
法
は
主
枝

単
位
で
上
半
分
程
度
を
全
摘
果
す
る
だ

け
で
す
。
時
期
は
6
月
中
に
行
っ
て
下

さ
い
。
平
年
作
の
場
合
は
生
理
落
果
終

了
後
、
着
果
が
少
な
い
場
合
は
後
期
摘

果
を
重
点
に
し
て
下
さ
い
。

摘
果
剤
の
使
用
に
つ
い
て

　

着
果
過
多
樹
で
摘
果
剤
を
使
用
し
た

い
場
合
は
、
気
温
の
影
響
に
左
右
さ
れ

や
す
い
た
め
、
平
均
気
温
が
25
℃
以
上

2
～
3
日
続
く
と
効
果
が
高
く
、
逆
に

気
温
が
低
い
と
効
果
が
見
ら
れ
ま
せ

ん
。
フ
ィ
ガ
ロ
ン
乳
剤
を
使
用
す
る
場

合
は
、
熟
期
促
進
と
兼
ね
て
満
開
後
20

～
50
日
後
に
1,000
倍
～
2,000
倍
で
全
面
散
布

し
て
下
さ
い
。

中
晩
柑
類
の
夏
肥
に
つ
い
て

　

柑
橘
施
肥
基
準
に
基
づ
き
施
用
し
て

下
さ
い
。

柑
橘
全
般

防除
時期 対象病害虫 薬剤 倍数 使用基準 備考

6
月
中
下
旬

黒点病 ジマンダイセン水和剤 600 倍
30/4（温州）

90/4（晩柑）

マシン油乳剤
散布の場合は
高温多湿時に
は注意する。
ゴマダラカミ
キリ、チャノ
キイロアザミ
ウマ多発園で
はダントツ水
溶 剤 3,000
倍（1/3）も
よい。

ミカンハダニ

アタックオイル

又は

ハーベストオイル

200

200 

倍

倍

4～10月/―

6～7月中旬/―

ゴマダラカミキリ成虫

カイガラムシ類

スプラサイド乳剤40

又は

エルサン乳剤

（温州）1,000

（晩柑）1,500

1,000

倍

倍

倍

14/4

90/4

14/2

7
月
上
中
旬

黒点病 エムダイファー水和剤 600 倍
60/2（温州）

90/2（晩柑） ミカンサビダ
ニ・チャノホ
コリダニの防
除にはダニエ
モンフロアブ
ル 4,000 倍
（7/1）も よ
い。

アビオン -E（パラフィン系展着剤）1,000倍を加用する。

ゴマダラカミキリ成虫

アザミウマ類
アドマイヤーフロアブル 3,000倍 14/3

ミカンサビダニ

チャノホコリダニ
サンマイト水和剤 3,000倍 3/2

柑橘病害虫防除指針



7月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�地道な作業に力を注げば、少しずつ物事が動きだす予感。何事にもじっくり取り組んで。気分転換には音楽が吉　
【健康運】不調和を感じがち。生活リズムを整えて　【幸運を呼ぶ食べ物】カンパチ獅子座 7/23～
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水
管
理

　

丈
夫
な
稲
作
り
を
行
う
た
め
、
中
干

し
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

•
中
干
し
の
効
果

　

通
気
性
を
良
く
し
、
根
の
発
達
、
健

全
化
を
図
り
ま
す
。
無
効
分
け
つ
の
抑

制
と
稔
実
の
良
好
化
。
節
間
伸
長
の
抑

制
に
よ
る
倒
伏
の
軽
減
。

•
中
干
し
の
時
期

　

有
効
分
け
つ
終
期
（
出
穂
前
35
日
前

～
40
日
前
）
～
幼
穂
形
成
期
（
出
穂
25

日
前
）。

•
中
干
し
の
程
度

　

生
育
に
応
じ
て
行
い
ま
す
が
、
土
壌

に
亀
裂
が
入
る
程
度
。

残
り
草
　
キ
シ
ュ
ウ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ

（
よ
ば
い
草
）
の
防
除

　

本
田
内
に
再
生
す
る
キ
シ
ュ
ウ
ス
ズ

メ
ノ
ヒ
エ
で
は
、
再
生
茎
３
～
６
葉
期

が
本
田
散
布
適
期
で
す
。
ま
た
、
畦
畔

か
ら
侵
入
す
る
キ
シ
ュ
ウ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ

エ
防
除
は
、
畦
畔
か
ら
ほ
ふ
く
茎
が
１

m
以
内
の
株
全
体
に
散
布
し
ま
し
ょ

う
。

水 
稲

主要除草剤
剤型 品目 倍数 使用基準

粒剤 コメット1キロ粒剤 1㎏／10a
移植時

移植直後～ノビエ2.5 葉期まで
但し移植後30日まで

フロアブル剤
エーワンフロアブル 500ml／10a 移植後5日～ノビエ3葉期まで

但し移植後30日まで

ヨシキタフロアブル 500ml／10a 移植直後～ノビエ1.5 葉期まで
但し移植後30日まで

ジャンボ剤 銀河ジャンボ 400ｇ／10a 移植後5日～ノビエ3葉期まで
但し収穫60日前まで

残り草対策 サンパンチ１キロ粒剤
（ハイカット１キロ粒剤） １㎏／10a 移植後15日～ノビエ3.5 葉期まで

但し収穫60日前まで

•
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
バ
ス
Ｍ
Ｅ

　

落
水
散
布
、
又
は
ご
く
浅
く
湛
水
し

て
散
布
。
100
倍
液
を
ス
ポ
ッ
ト
散
布
、

又
は
全
面
散
布
。

移
植
後
15
日
～
ノ
ビ
エ
5
葉
期
ま

で
、
但
し
収
穫
50
日
前
ま
で
／
2
回
以

内
。

　
　

又
は

•
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
1
キ
ロ
粒
剤

　

水
深
3
㎝
の
湛
水
状
態
で
散
布
。
全

面
散
布
の
場
合
は
10
ａ
あ
た
り
1.5
㎏
を

均
一
に
散
布
。

　

移
植
後
25
日
～
ノ
ビ
エ
5
葉
期
ま

で
、
但
し
収
穫
30
日
前
ま
で
／
2
回
以

内
。

追
肥エ

ム
コ
ー
ト
な
ど
の
一
発
肥
料
は
不

要
で
す
が
、
追
肥
の
必
要
な
圃
場
で
は

Ｎ
Ｋ
化
成
20
㎏
程
度
を
出
穂
の
25
日
前

と
15
日
前
の
2
回
に
分
け
て
施
用
し
て

下
さ
い
。

※�
イ
ク
ヒ
カ
リ
の
場
合
は
、
生
育
途
中

で
葉
色
が
や
や
抜
け
る
特
性
が
あ
り

ま
す
。
一
発
肥
料
を
使
用
し
て
い
る

場
合
、
後
半
に
肥
効
が
効
い
て
き
ま

す
の
で
、
追
肥
施
用
に
当
た
っ
て
は

十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

野 

菜

●
ミ
ニ
ト
マ
ト

○
施
設
ミ
ニ
ト
マ
ト

6
月
末
で
栽
培
が
終
了
の
場
合
、
段

数
も
残
り
僅
か
と
な
り
ま
す
。
最
後
ま

で
栽
培
管
理
を
き
ち
ん
と
行
い
、
高
品

質
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
生
産
、
出
荷
し
、
次

年
度
へ
繋
げ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
交
配
が
終
了
し
た
マ
ル
ハ
ナ

バ
チ
は
、
ハ
ウ
ス
内
で
巣
箱
ご
と
に
ビ

ニ
ー
ル
袋
へ
入
れ
る
な
ど
、
確
実
に
殺

処
分
を
行
っ
て
下
さ
い
。

《
黄
化
葉
巻
病
対
策
》

施
設
栽
培
で
栽
培
が
終
了
し
た
圃
場

で
は
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
を
完
全
に
死
滅

さ
せ
る
た
め
、
薬
剤
散
布
を
実
施
し
、

誘
引
ひ
も
に
誘
引
し
た
ま
ま
の
状
態
で

根
を
抜
き
、
同
時
に
軸
を
切
断
し
、
数

日
蒸
し
込
み
処
理
を
行
っ
て
下
さ
い
。

な
お
、
露
地
栽
培
も
栽
培
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ハ
ウ
ス
開
口
部
の
開
閉

に
は
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。



7月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�対人運良好。人と知り合える場所には積極的に足を運んで。趣味の集まりやオフ会に参加すると新鮮な出会いが　
【健康運】順調。血行促進を図ると、さらに好転　【幸運を呼ぶ食べ物】アンズ乙女座 8/23～
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13 あぐりガイド

○�
露
地
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
雨
除
け
ミ
ニ
ト

マ
ト

病
害
虫

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
等
の
対
策
と
し
て
、
定

植
時
に
は
必
ず
粒
剤
を
施
用
し
て
下
さ

い
。
ま
た
、
定
期
的
な
薬
剤
散
布
を
実

施
し
て
下
さ
い
。

●
小
玉
ス
イ
カ

ト
ン
ネ
ル
栽
培
、
土
ぶ
せ
栽
培
共
に

収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
圃
場
を
よ
く
観

察
し
、
潅
水
や
温
度
管
理
、
病
害
虫
対

策
な
ど
、
こ
ま
め
な
栽
培
管
理
を
行
っ

て
下
さ
い
。

露
地
状
態
で
は
、
降
雨
が
続
く
と
炭

そ
病
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
の
で
、

定
期
的
な
薬
剤
の
予
防
散
布
を
行
う
と

共
に
、
泥
は
ね
の
予
防
に
ワ
ラ
等
を
使

用
し
て
下
さ
い
。

ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
、
ハ
ウ
ス
内
が
高

温
と
な
り
草
勢
が
弱
り
、
果
実
品
質
が

著
し
く
低
下
し
ま
す
の
で
、
換
気
を
十

分
に
行
う
等
、
ハ
ウ
ス
内
の
高
温
に
注

意
し
草
勢
の
維
持
に
努
め
て
下
さ
い
。

炭
そ
病
対
策

◇
発
生
し
や
す
い
条
件

気
象
条
件
と
し
て
は
、
雨
が
多
く
、

比
較
的
低
温
な
状
態
で
多
発
し
や
す
く

な
り
、
圃
場
の
条
件
で
は
、
連
作
畑
や

湿
地
、
排
水
不
良
畑
及
び
日
当
た
り
や

風
通
し
の
悪
い
所
に
多
く
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

◇
対
策

◦�

発
病
前
か
ら
定
期
的
な
薬
剤
散
布
を

行
っ
て
下
さ
い
。

◦�

昨
年
度
炭
そ
病
の
発
生
し
た
圃
場
で

は
、
ス
イ
カ
シ
ー
ト
な
ど
の
資
材
を

交
換
又
は
消
毒
し
て
下
さ
い
。

◦�
湿
地
や
排
水
不
良
畑
で
は
、
排
水
対

策
を
行
っ
て
下
さ
い
。

◦�

被
害
果
実
や
茎
葉
は
圃
場
外
へ
持
ち

出
し
て
下
さ
い
。

◦�

ワ
ラ
や
マ
ル
チ
を
利
用
し
、
降
雨
時

の
土
の
跳
ね
返
り
に
よ
る
、
ツ
ル
と

病
原
菌
と
の
接
触
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。
そ
の
際
、
前
年
度
炭
そ
病
の
発

生
し
た
圃
場
で
は
、
ワ
ラ
の
敷
く
量

を
、
1.5
～
2.0
倍
に
し
て
下
さ
い
。

●
ナ
ス
、
シ
シ
ト
ウ

ナ
ス
に
つ
い
て
は
、
ホ
コ
リ
ダ
ニ
の

発
生
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
生
長
点
の

芯
止
ま
り
症
状
・
委
縮
症
状
が
現
れ
ま

す
。
早
期
防
除
・
定
期
散
布
を
心
掛
け

て
下
さ
い
。

シ
シ
ト
ウ
の
整
枝
に
つ
い
て
は
、
分

岐
枝
（
股
）
か
ら
下
の
古
い
葉
は
取
り

除
き
、
わ
き
芽
も
出
て
い
る
よ
う
で
あ

れ
ば
取
り
除
い
て
下
さ
い
。

ふ
と
こ
ろ
が
混
ん
で
い
る
状
態
で
あ

れ
ば
、
日
光
が
入
る
よ
う
に
内
向
枝
を

整
枝
し
て
下
さ
い
。
日
光
が
不
足
す
る

と
、
花
落
ち
、
緑
色
の
薄
い
実
が
多
く

な
り
品
質
低
下
を
招
き
ま
す
。

ナ
ス
、
シ
シ
ト
ウ
と
も
に
収
穫
時
期

に
入
っ
て
き
ま
す
の
で
、
草
勢
を
落
と

さ
な
い
よ
う
に
、
定
期
的
に
追
肥
・
潅

水
を
行
っ
て
下
さ
い
。

●
イ
ン
ゲ
ン

収
穫
期
を
迎
え
、
高
品
質
な
サ
ヤ
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
肥
料
分
と
水
分

の
確
保
が
重
要
で
す
。
追
肥
を
行
い
、

水
分
不
足
で
あ
れ
ば
潅
水
し
て
下
さ

い
。
樹
が
混
み
合
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
葉
か
き
作
業
を
行
い
、
花
、
サ

ヤ
へ
日
光
を
当
て
て
下
さ
い
。

●
ゴ
ー
ヤ

曇
天
で
の
花
落
ち
・
奇
形
果
の
発
生

対
策
と
し
て
、
手
交
配
に
よ
る
秀
品
率

向
上
に
努
め
て
下
さ
い
。

ま
た
、
排
水
不
良
は
根
痛
み
の
原
因

と
な
り
、
草
勢
の
低
下
を
招
き
、
う
ど

ん
こ
病
等
の
病
気
に
な
り
ま
す
の
で
、

圃
場
の
排
水
対
策
を
十
分
行
っ
て
下
さ

い
。孫

ヅ
ル
の
整
理
と
古
い
葉
の
適
葉
等

で
過
繁
茂
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
、
日

光
を
中
ま
で
通
ら
せ
る
こ
と
で
高
品

質
、
増
収
に
繋
げ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
２
L
・
L
で
の
適
期
収
穫
と

追
肥
に
よ
り
草
勢
を
維
持
し
て
下
さ

い
。



7月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�思うようにならないことが多く、イライラが募りやすい時期。笑顔と謙虚さが開運の鍵に。盆栽の手入れもグッド　
【健康運】気晴らしが大事。自然の中で過ごすと◎　【幸運を呼ぶ食べ物】アジ天秤座 9/23～
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14あぐりガイド

切
り
花
を
安
定
し
て
継
続
生
産
し
て

い
く
た
め
に
は
、
土
つ
く
り
が
重
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
次
年
度
の
作
付
前
に

は
土
壌
消
毒
を
行
い
、
施
設
栽
培
で
は

堆
肥
等
を
10
ａ
当
た
り
3
ｔ
程
度
施
用

し
て
下
さ
い
。（
露
地
で
は
2
ｔ
程
度
）

　

ま
た
、
圃
場
準
備
の
際
は
、
土
壌
水

分
状
態
に
注
意
し
て
耕
う
ん
し
て
下
さ

い
。

　

施
肥
、
土
壌
改
良
剤
等
の
施
用
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
土
壌
分
析
を
行
い
、

適
正
に
施
用
し
て
下
さ
い
。

●
寒
小
菊

挿
し
芽
を
行
い
育
苗
す
る
際
に
は
、

育
苗
温
度
は
夜
温
10
～
15
度
、
昼
温
20

～
25
度
で
管
理
し
、
白
さ
び
病
・
ア
ブ

ラ
ム
シ
類
の
防
除
を
十
分
に
行
っ
て
下

さ
い
。
定
植
苗
は
挿
し
芽
後
15
～
20
日

位
で
発
根
す
る
の
で
、
老
化
苗
に
な
ら

な
い
よ
う
に
定
植
し
て
下
さ
い
。
定
植

に
つ
い
て
は
株
間
10
～
15
㎝
程
度
の
二

条
に
植
え
付
け
、
十
分
に
潅
水
し
て
活

着
を
促
し
て
下
さ
い
。

定
植
後
2
週
間
程
度
で
ピ
ン
チ
を
行

い
ま
す
が
、
個
々
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
差
を

な
く
す
た
め
に
、
株
間
10
㎝
で
3
本
程

度
、
15
㎝
で
5
本
程
度
に
品
種
等
も
考

慮
し
て
整
枝
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
揃
い
を
良
く
す
る
た
め
に
、

整
枝
は
で
き
る
だ
け
揃
っ
た
芽
を
残
す

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

こ
ま
め
に
圃
場
の
観
察
を
行
い
、
病

害
虫
の
初
期
防
除
に
努
め
て
下
さ
い
。

●
夏
小
菊

7
月
咲
き
小
菊
の
収
穫
が
近
付
い
て

ま
い
り
ま
し
た
。
適
期
収
穫
に
努
め
、

前
処
理
剤
を
使
用
し
て
水
揚
げ
処
理
を

行
っ
て
下
さ
い
。

今
後
、
降
雨
が
多
く
な
る
と
白
さ
び

病
や
褐
紋
・
褐
斑
病
等
の
病
気
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下

さ
い
。

ま
た
、
蕾
が
見
え
始
め
て
い
る
物
に

つ
い
て
は
、
ス
リ
ッ
プ
ス
・
ア
ブ
ラ
ム

シ
等
の
害
虫
の
発
生
に
注
意
し
て
下
さ

い
。尚

、
水
和
剤
は
薬
斑
が
着
き
や
す
い

物
が
多
い
の
で
採
花
時
期
の
散
布
に
は

注
意
し
て
下
さ
い
。　

花
き
類

●
千
両

開
花
時
期
に
は
、
交
配
を
促
す
た
め

に
施
設
の
入
り
口
や
側
面
を
開
け
る
等
、

施
設
内
の
風
通
し
を
良
く
す
る
よ
う
に

心
掛
け
て
下
さ
い
。

開
花
期
に
は
必
ず
薬
剤
散
布
を
行
い
、

灰
色
か
び
病
、
実
腐
れ
病
等
の
防
除
を

行
っ
て
下
さ
い
。

『
ラ
ン
ネ
ー
ト
４
５
Ｄ
Ｆ
』
の
登
録
内

容
が
、
平
成
29
年
5
月
31
日
よ
り
、
次

の
通
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

登
録
変
更
内
容

使
用
の
際
は
注
意
し
て
下
さ
い
。

農
薬
の
登
録
内
容
変
更
の

お
知
ら
せ

品目 変更前 変更後
すいか（露地栽培） 登録削除
キャベツ 収穫3日前まで 収穫14日前まで
はくさい 収穫前日まで 収穫14日前まで
レタス 収穫7日前まで 収穫21日前まで
サラダ菜 収穫14日前まで 収穫21日前まで
カリフラワー 収穫3日前まで 収穫7日前まで
チンゲンサイ 収穫7日前まで 収穫14日前まで
だいこん 収穫14日前まで 収穫21日前まで



7月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】アクティブに動き回れそう。迷ったときは、とにかく動いてみるのがベスト。大胆な発想が運気上昇の呼び水に　
【健康運】高め安定。体力アップを図るチャンス　【幸運を呼ぶ食べ物】ナス蠍　座10/24～
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15 インフォメーション

エンドウを栽培している皆様へ

近年、夏季の天候不順や台風の影響により、太陽熱土壌消毒の効果が不十分となり、エンドウ類
では土壌病害などによる立枯れ症状が多発し、著しい収量減となった園地が多く見られています。 
これまで以上に土壌消毒を徹底して下さい。　　

フザリウム菌によるエンドウ立枯れ症状
◦葉が淡黄色になって内側に巻き、生育が悪くなり、萎れ、枯死する。
◦定植後1ヶ月以上してから発病することが多い。
◦萎れた株の茎を縦に割ると、導管部が地際から数十センチの高さまで褐色に変色している。
◦株の地際部が黒褐変して細くなり、根が腐り落ちる。
◦いずれかに該当する場合フザリウム菌が原因の土壌病害の可能性がある。

不明な点等ありましたら、お近くのＪＡ営農指導員、または県の普及指導員までご相談下さい。

１．まずは太陽熱土壌消毒！

※基本的な太陽熱土壌消毒方法

①完熟堆肥（３ｔ／10ａ）を施用する。

②圃場をできるだけ深く丁寧に耕起する。

③�小畦を立て、十分に潅水した後、べた掛けビニ

ールを全面に隙間なく被覆する。

④施設では併せて外張りビニールを張り密閉する。

⑤�地温の高い時期を逃さないように、梅雨明けま

でに太陽熱土壌消毒の準備を終了する。

⑥�太陽熱土壌消毒の期間は梅雨明け後、最低30

日以上確保する。

２．�立枯れ症状の発生がみられた圃場では、次の対策を追
加しましょう！

○クロルピクリン剤で土壌消毒を行う。
　�太陽熱土壌消毒後、耕耘・畝立てし、薬剤を処理する。
処理後はガスが逃げないようにビニール被覆する。
○健全種子を播種する。
　発病圃場での自家採種はしない。
○�汚染土壌を外に持ち出したり、外から持ち込まないよ
うにする。
　�作業機械を他の圃場と共有する場合は、機械をよく洗
浄し、付着した土壌を除去する。
○�発病株は伝染源となるので、すぐに抜き取ってハウス
外に持ち出し適切に処分する。

防 除 対 策

土壌消毒を徹底しましょう‼

立枯れを起こすフザリウム菌の生態
◦カビの仲間で、主に土壌伝染する。
◦�病原菌は土壌中で寿命の長い（10年程度）胞子の状態で存在し、エンドウの根が近くにあると発芽し、
根から感染する。
◦植物体を枯死させた後、土壌中に大量の胞子を形成するため、無防除での連作は非常に危険。

▲立枯れ症状発病株 ▲導管の褐変（左、右上）と根腐れ（右下）



7月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�暗い発想をしやすい暗示。意識的にプラス思考を。香り系ヒーリンググッズを試してみると効果を実感できます　
【健康運】運動不足気味に。適度に体を動かして　【幸運を呼ぶ食べ物】アワビ射手座11/23～
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16インフォメーション

◎果樹以外にも多数共済事業がありますので、詳しく知りたい方は当組合ホームページにアクセスして
　ください！　　　　http://www.nosai-wakayama.or.jp/

毎年4月15日～6月30日まで
和歌山県農業共済組合（NOSAI わかやま）
　＊平成29年4月3日、県下3組合（北部・中部・南部）が合併して発足しました。

南部支所（旧南部組合本所）　　　　☎0739―22―0833
御坊出張所（旧南部組合御坊支所）　☎0738―22―0626

加入申込期間
問い合わせ先

填します。
　また自然災害だけでなく、近年増加傾向に
ある鳥獣害も補償の対象となりますので、イ
ノシシやサル、シカなどの食害でお悩みの方
は、是非加入の検討お願いします。
　果樹共済の対象となる樹種は、うんしゅう
みかん、指定かんきつ（はっさく ･ぽんかん、
清見、不知火）、うめ、すももです。

　農業は自然災害の影響を直接的に受ける産業です。大事に育てた果
実も収穫を目前に、台風や突風により落果してしまったり、降雹によ
り傷ついてしまったりすることがあります。
　NOSAI の果樹共済は、このような気象上の原因による災害や火災、
病虫害で受けた損害を補

保険には入っていますか？ミカンやウメを
栽培される皆さん！

▲サルの食害を受けたミカン

降雹により傷ついたウメ▶

○
協
議
事
項

（
1
）�

決
算
関
係
書
類
、
剰
余
金
処
分
案
の

承
認
に
つ
い
て

（
2
）�

平
成
29
年
度
総
合
財
務
計
画
及
び
総

合
収
支
計
画
に
つ
い
て

（
3
）
第
3
回
総
代
会
資
料
に
つ
い
て

（
4
）�

反
社
会
的
勢
力
等
へ
の
対
応
に
関
す

る
規
則
の
改
正
に
つ
い
て

（
5
）
出
資
の
減
口
に
つ
い
て

（
6
）
不
良
債
権
の
処
理
方
針
に
つ
い
て

（
7
）�「
投
資
信
託
総
合
取
引
規
程
」、「
投

資
信
託
累
積
投
資
規
程
」、「
Ｍ
Ｓ
・

Ｍ
Ｍ
Ｆ
・
米
ド
ル
・
フ
ァ
ン
ド
累
積

投
資
規
程
」
の
改
正
に
つ
い
て

（
8
）�

が
い
な
ポ
ー
ト
花
き
搬
送
シ
ス
テ
ム

の
更
新
に
つ
い
て

（
9
）�

切
目
集
荷
場
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
い

て

（
10
）�

平
成
29
年
度
Ｊ
Ａ
紀
州
コ
ン
ビ
ニ
株

式
会
社
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

（
11
）�

平
成
29
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理

化
等
事
業
者
支
援
事
業
「
エ
ネ
合
」

に
つ
い
て

（
12
）�

平
成
28
年
度
決
算
監
事
監
査
結
果
に

つ
い
て

（
13
）
全
国
監
査
機
構
監
査
結
果
に
つ
い
て

（
14
）�

常
例
検
査（
農
水
）指
摘
事
項
に
対
す

る
改
善
状
況
に
つ
い
て

（
15
）
加
工
直
販
課
の
新
規
取
引
に
つ
い
て

　

協
議
の
結
果
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

○
報
告
事
項		



①　

�

平
成
28
年
度
3
月
末
決
算
修
正
に
つ

い
て

②　

�

平
成
28
年
度
資
産
査
定
結
果
に
つ
い

て

③　

総
代
連
絡
協
議
会
の
報
告
に
つ
い
て

④　

組
合
員
勘
定
貸
越
に
つ
い
て

⑤　

�

理
事
と
の
利
益
相
反
取
引
に
係
る
理

事
会
承
認
後
の
取
引
実
行
報
告
に
つ

い
て

平
成
29
年
度

第
2
回 

日 

時 

： 

平
成
29
年
5
月
26
日

場 

所 

：
Ｊ
Ａ
本
店
3
階
会
議
室

退
職
者
の
お
知
ら
せ

野井　透
【日高支店】

　

平
成
29
年
4
月
30
日
付　
　

【　
　

】内
は
前
部
署
で
す
。



7月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�気分の浮き沈みが激しくなる期間。コロコロ意見を変えて、周囲を困らせないよう、ご用心。開運には深呼吸を　
【健康運】無理なダイエットはNG。ほどほどにツキ　【幸運を呼ぶ食べ物】カボチャ山羊座12/22～

1/19

17 インフォメーション

紀州のええとこ、こんなとこ Vol.

15

徳本上人（通称：徳本さん）は、宝暦８年（1758年）に紀
伊の国志賀庄久志村（日高町志賀・久志）に生まれました。
4才から念仏を始め、厳しい修行を積み27才で出家し、
40才を過ぎてから、布教のために日本各地を行脚します。
徳本上人は念仏の意義を道歌や俗語を交えて解りやすく説
いたので、宗派を問わず、あらゆる階層の人々から熱狂的
に帰依（仏教用語で、より所にすること）されました。今も
各地に多くの名号碑が残り、徳本上人の偉大さが偲

しの

ばれま
す。また、徳本上人は説法に和歌を取り入れたことでも知
られ、晩年は俳人・小林一茶とも信州地方を旅しており、
一茶が徳本上人について読んだ句も十四首あります。
徳本上人は文政元年（1818年）、61才で往生されまし
た。その後、徳本上人に帰依した紀州藩主によって「誕生
院」が建立されました。徳本上人ゆかりの貴重な品々が数
多く収められています。また、今年2017年は 200回
忌に当たります。紀州が生んだ名僧『徳本さん』の歴史を
感じる誕生院に、ぜひ訪れてみてはいかがでしょうか？

【住所】〒649-1221　
日高郡日高町志賀2556

【写真】日高支店　古田英士朗

美山支店
窓口担当

湯川支店
購買担当

花尻佳奈
はなじり　かな

硲野貴雄
はざの　たかお

　今年度、4月に中津支店から
湯川支店へ配属となりました。初めての
異動で、不慣れなところもありますが、
組合員・利用者様にお役に立てる様、頑張り
ます。私は、猟銃免許を持っており、地元中
津の猟銃班にて、有害獣の捕獲、駆除をし
ています。免許を取って3年になりますが、
腕を磨いて大物を狙っていきたいです。

　この 4月で入祖 1年になりました。
今まで目まぐるしく日々が過ぎていった
ような気がします。過ぎた時間に見合う
程、成長できていないようで、これから
もがんばっていきたいです。最近は運動
不足解消のために軽い運動を始めまし
た。体力をつけて、仕事に励みたいと思
います。

次回は、名田支店の

津村歩さんと、川辺

支店の楠本勇次さん

です。

JA紀州管内の名所・
隠れスポット
を紹介！

徳
とく

本
ほん

上
しょうにん

人（徳本さん）「誕
たんじょういん

生院」



7月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�珍しく神経質になりがち。難しく考え過ぎず、気楽に構えて。気持ちを上向かせるにはウオーキング　
【健康運】健康法に凝り過ぎるかも。自然体が一番　【幸運を呼ぶ食べ物】桃水瓶座 1/20～

2/18

18読者の広場

実家ではペットを飼ったことがなかったので、マイホームでは必ずペットを飼うと決め
ていたという山下さん。そして、ネコの「もちゃ」ちゃんを迎え入れました。名前の由来は、
毛なみがモフモフしていて茶色いところからです。
もちゃちゃんは、甘えん坊だけど自分なりの距離感で接することを好みます。家族の
アイドルであり、かけがえのない存在です。

御坊市湯川町財部

ク ロ ス ワ ー ド パ ズ ル

①クイズの答え

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④電話番号

⑤お便り・感想

切
手

6 4 4 0 0 1 1

御
坊
市
湯
川
町
財
部
668

１

Ｊ
Ａ
紀
州

く
ら
し
の
活
動
課  

行

●先月号の答えは
 「ラッキョウ」でした

5月号応募数：125通

プレゼント!
メロン（1玉）

●締切　
6月30日（金）消印有効
�当選者の発表は、発送をもって
代えさせて頂きます。

① 晩ご飯のこと
⑥ チョコレートの原料になる植物
⑦ �ビー玉を押し込んでから飲みま

す
⑨ �コンコンとノックする物
⑪ �鉛筆を削って出します
⑫ �泳げない人の強い味方
⑭ �ハチドリやチョウが吸います
⑮ �電話では――が明かない。会っ

て話そう
⑰ �今日が終わるとやって来ます
⑲ �野球の打者が振ります

 �頭文字のこと。佐藤さんならＳ
です

① 夕涼みや花火大会に似合う着物
② �サナギからチョウに――した
③ �物事を行うのにちょうど良い頃合い
④ �馬の背に置きます
⑤ �絵柄の美しい――切手を買った
⑧ �わらなどを編んで作る敷物
⑩ �ナタネやゴマなどを搾ると取れます
⑫ �原本からコピーした物のこと
⑬ �キツツキが木に穴を開けるときに使

う物
⑭ �世話人に頼む、昔ながらの婚活
⑯ �――キープ。ペット――
⑱ �東南アジアの国。首都はバンコク
⑳ �革靴や家具を磨いて出すことも

二重マスの文字をA～ Eの順に並べてできる言葉
はなあに ? 出題●ニコリ

正解者の中から抽選で５名の方に、

■ヨコのカギ■タテのカギ

飼い主：山下　雅
まさ
康
やす
さんもちゃ（♀・2才 9ヵ月）

■応募方法
　右記の記入例を参考に、はがきまた
は FAX（0738-32-7140）にてご応
募下さい。
　皆様からお寄せいただいたおたより、
感想等は広報誌・HP上に掲載させて頂
く場合がございます。その際は市町村・
イニシャルを使用させて頂きます。ご
了承下さい。

21

【取材】湯川支店　北畠裕也

▲�専用の椅子で家族と
一緒に

食事をするもちゃちゃ
ん



川
柳
・
俳
句
・
短
歌
募
集
！

宛
先
は
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
先

と
同
じ
で
す
。住
所
、氏
名（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、

電
話
番
号
を
お
忘
れ
な
く
！

【全体運】�楽しいことに縁がある月。友人たちとレジャーに出掛ければ、にぎやかで発見の多いひとときに。観劇もお勧め　
【健康運】行動力アップ。スポーツの上達が早そう　【幸運を呼ぶ食べ物】シソ

7月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

魚　座 2/19～
3/20

19 ふれあいコーナー・表紙紹介

舷くんは最近、習い事のサッカーを
頑張っています。2 人の妹に優しく接す
る、面倒見のいいお兄ちゃんです。

桃那ちゃんはおとなしい性格ですが、
おませさん。この春から小学生になり、
字を上手く書けるように頑張っていま
す。料理が好きです。

末っ子の純怜ちゃんは、誰とでも仲
良くなれる性格です。

表紙紹介
最近、少しずつ暑くなってき

ました。暑さの対策をみなさん
していますでしょうか。保冷剤
を首や脇に挟んでクールダウン、
塩飴を食べる等、様々あるかと
思います。私はこれからプール
に通う予定にしています。あと
は食欲減少にならないように、
毎日梅干しを食べて、猛暑の夏
にむけて対策中です！熱中症に
はくれぐれも気を付けてくださ
いね！

編集後記

池田　舷
げん

くん（9才）
　　　桃

も

那
な

ちゃん（7才）
　　　純

すみ

怜
れ

ちゃん（5才）

�ご家族からのメッセージ　
　毎日にぎやかな兄妹ですが、健康に育ってくれていて嬉しく思います。
　家族みんな、君たちが大好きです！

由良町門前

縁
台
で　

胡
座
ほ
お
ば
る　

柏
餅�

（
由
良
町　

P.N 

片
山 

蛙
）

春
の
雨　

し
ず
か
に
降
れ
と　

弥
陀
の
声�

（
由
良
町　

P.N
上
本 

蛙
鈴
）

甘
夏
で　

仕
切
る
わ
が
家
の　

フ
ル
コ
ー
ス�

（
塩
屋
町　

P.N 

凡
骨
堂
）

川
　
柳

紀
州
農
語
り
、
今
月
号
の
カ
ス
ミ
ソ
ウ
の
花
、
大

好
き
な
花
で
す
。
脇
役
で
す
が
、
ど
ん
な
花
に
も
よ

く
合
い
、
ひ
き
た
た
せ
る
素
晴
ら
し
い
花
で
す
。

（
龍
神
村 

F
・
M
）

◎
脇
役
で
も
、愛
さ
れ
る
存
在
で
す
よ
ね
。た
く
さ
ん

の
方
々
に
人
気
な
お
花
で
す
。
ま
た
秋
頃
か
ら
収
穫

始
ま
り
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

「
み
な
べ
の
南
高
梅
」
が
知
財
功
労
賞
と
い
う
名

誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
今
ま
で

の
努
力
が
実
っ
て
良
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。（

日
高
川
町 

W
・
M
）

◎
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
梅
と
他
の
農
産
物
を

こ
れ
か
ら
も
全
国
に
宣
伝
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。紀

州
み
な
べ
の
南
高
梅
は
と
て
も
お
い
し
く
て
パ

ワ
ー
を
く
れ
ま
す
。
梅
を
育
て
て
く
れ
て
い
る
方
の

ご
努
力
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
梅
干
し
を
漬
け
て
、

ま
た
子
ど
も
に
も
漬
け
方
を
伝
え
て
あ
げ
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。�

（
日
高
町
K
・
T
）

◎
お
子
様
に
も
、
楽
し
ん
で
梅
干
し
を
作
っ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
ね
。
将
来
、
作
り
方
を
受
け
継
い
で

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

読
者
か
ら
の
お
便
り 母

の
日
は　

母
を
想
う　

父
の
日
は　

　
　

ま
た
父
思
う　

父
母
の
ま
ぼ
ろ
し�

（
龍
神
村　

M
・
Y
）

短
　
歌

名
刹
の　

相
輪
高
し　

余
花
の
雨�

（
印
南
町　

P.N
井
蛙
）

俳
　
句
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この広報誌は、環境にやさしい再生紙と一部植物油インクを使用しています。

JA Kisyu
COOKING

vol.038

杉本　智
ち

斗
と

勢
せ

くん、佳
か

那
な

莉
り

くん

小玉スイカ� 1玉
メロン� 小1玉
（その他お好みのフルー
ツを入れてもGOOD！）
サイダー（加糖のもの）
� 200㎖

水Ａ� 200㎖
粉寒天� 4g
ミカンジュース
（果汁100％）� 300㎖
砂糖� 40g

白玉粉� 100g
水Ｂ� 90～100㎖

＊ 材 　 　 料 ＊

小玉スイカとメロンのフルーツポンチ

【ミカン寒天】 【白玉だんご】

＊ 作 り 方 ＊

❸ ❹

なべに湯を沸かし、③を茹でる。
浮いてきたらさらに1分ほど茹
で、氷水にとって冷ます。

ぽん！

ボウルに白玉粉を入れ、水Bを
少しずつ加えながら、粉っぽさ
がなくなるまでよくこね、一口大
に丸める。❺

小玉スイカ、メロンは上3分の1を切り落
とし、中身をくりぬき器でくりぬく。皮が
薄いので傷つけないよう慎重に行う。

❻

中をきれいにこそぎ落とし、ふちをギ
ザギザに切る。

❼

出来上がった器に、寒天、白玉、くりぬ
いたフルーツを入れ、食べる直前にサ
イダーを注ぐ。

❷

バットを水でさっと濡らし、①を注ぐ。あ
ら熱が取れたらラップをして冷蔵庫で冷
やす。冷えたら取り出し、型抜き器で好き
な形に抜く。（約1.5cm角に切ってもOK）

❶

なべに水A、粉寒天を入れて中
火にかけ、混ぜながら2 分ほ
ど過熱する。火を止めてミカン
ジュースと砂糖を加えて混ぜる。

小玉スイカとメロンをまるごと
使って、おしゃれな器を
作りましょう♪
ゴージャスな見た目で
パーティーにもぴったり！


